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岩田台場跡での電気探査 ―序報―
M. J. ハドソン・半田 駿
１．は じ め に
岩田台場は、佐賀県神埼市神埼町尾
お
崎
さき
唐
から
香
こ
原
ばる
にある佐賀藩の砲術演習所、およ
び付属施設（大砲や火薬収納蔵・役宅・
番屋等）である。現在の形は５角形で、
残存規模は約130×110mである（図１）。
文献資料には1697年（元禄10年）から現
れるが、他に文献記録が少なく、また考
古学的な調査も実施されていないため、
実態は不明なままである。
岩田台場に関する文献記録は『神埼町
史』に紹介されている。1697年９月に行
われた大筒の演習が一番古い記録となる
が、台場の構築年代は不明である。岩田
台場は、嘉永７年（1854）反射炉の建設、
大砲の製造に関連して小城藩領の大久保
台場（佐賀市）に移動されるまで、約150
年間利用された。しかし、記録を見る限
り、４代吉茂と10代直正時代に最も活用
されたようである（神埼町史編さん委員会、1972）。
この岩田台場跡は佐賀藩の近代化遺産の重要な一つであり調査が望まれていたが、今回初めて、西九州大学
持続的環境文化研究所と佐賀大学地域学歴史文化研究センターによる考古学的共同調査が実施された。実施
日時は、2013年２月27日、３月６日、３月15日、５月11日の計４回である。
２．探 査 目 的
岩田台場は写真１のように竹や樹木が密集しているため、現状では地形等の観察は困難であり、また地表の
凹凸も激しい。宅地の礎石等の検出には分解能、測定能率の点から地中レーダ法が望ましいが、現状では実施
は不可能である。そこで、このような探査環境の良くない場合でも可能な方法である電気探査を選択した。探
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図１ 岩田台場跡での電気探査。細線は探査測線。太線は高比抵抗が検出
された測点。ハッチはそれらの推定分布域。
査の目的は（１）江戸時代以降に大きな撹乱や破壊があったかどう
か、（２）探査による遺構の確認が可能かの２点である。具体的には、
文献にあるがその位置の詳細が不明な火薬庫や役宅・番宅の概略位置
の確認を目標とし、探査方法としてはウエンナー法による水平探査と
した。また屋敷跡の周囲からの高さを考慮し、電極間隔は1mとした。
写真１は調査の様子である。
３．探 査 結 果
図１に電気探査測線の位置（NS1〜2、EW1〜4）を示す。測定は、
地権者との関係から、中央を南北に走る広い道より東側、及び敷地の
南側に限られる。最も測定点の多い測線が南北に横切るNS1測線で、
全長81m（82点）である。各測線はこの測線の結果を補うように設定
した。
図２〜５にこれらの測線での見掛比抵抗の値を示す。図２はNS1
測線で、横軸は測線の北端からの距離である。図中の矢印は、周囲に比して高比抵抗な領域（おおよそ1000Ω
m以上）を示す。他の図についても同じである。測線の南（Ｄ）では値がそろっているが、これは比抵抗が装
置の測定限界を超えたためで、実際はこれより高くなると思われる。測線北端（Ａ）が高比抵抗であるが、こ
れは敷地の境界での何らかの構造の存在を示唆している。しかし、竹が密集しているため、その広がりを知る
ための補助的な測線は設定できなかった。
次に見掛比抵抗が高い領域（Ｂ）は、24m〜46mに現れる。ただし、この高比抵抗領域は溝跡のある32m付
近を境にして２領域に分けることも可能である。これらの広がりを知るために、NS1測線の29m地点から東西
に測線EW1を設置した（図１、３）。EW1の横軸は測線の西端を原点とした距離である。この測線でも、見掛
比抵抗が高くなる領域が３箇所で見られる。西から２番目の、最も広い高比抵抗域の南北への広がりを確認す
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写真１ 竹、樹木が密集するなかでの電
気探査実施状況。
図２ NS1測線での見掛比抵抗変化。縦軸は見掛比抵抗を対数で表示、横軸は距離(m)。
るために、図１のように測線NS2を設定した。この測線の見掛比抵抗分布を図３の右のグラフで示す。NS1と
同じく、横軸の原点は北端であり、EW1との交点は10m地点である。図から高比抵抗域の南の境界は測線
EW1であることが分かる。
測線EW4は、この領域の溝跡より南の範囲を決定するためである。図４の右図のようにNS1測線の東での
１点は高比抵抗であるが、NS1測線より西はいずれも1000Ωm以下である。このことから、図１に示すように
NS2の南、EW4測線を含む領域には高比抵抗域はないと考えられる。
図４のEW3はNS1の59m〜62mでの高比抵抗の範囲を知るための測線である。本測線を横切る南北の溝跡
より西の全測点で1000Ωm以上であり、ここでは高比抵抗域は東西に細長く伸びる形状を示す。
NS1測線の68mから見掛比抵抗は上昇し、南境界付近まで高い値が続く。図５は、南境界付近から土塁跡
（図１および写真２）の北端を通り、西の境界付近までの見掛比抵抗変化を示す。図のように45m地点にある
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図３ EW1およびNS2測線
図４ EW3およびEW4測線
土塁より西では、ほぼ10mごとに数点だけ
を測定したが、ほとんどが1000Ωm以下
であった。この結果は、土塁を境として表
面構造が異なり、東側ではおそらく堅守な
土台を必要とする施設があったことを示
唆している。
図１に高比抵抗が観測された測点を太
い実線で、それらから推定される高比抵抗
領域をハッチで示した。電極間隔が1mで
あるので、この高比抵抗分布は地下1m以
浅の状態を反映していると考えてよい。
この高比抵抗域は表面地形の凸部によく
対応しており、土を固めて土台とした屋敷跡、あるいは塀の位置を示している可能性がある。特に東南部の高
比抵抗域と、その西のそれほど比抵抗の高くない場所の境には、図１で示したような「コ」の字形の土塁が現
存し、その広さから、ここに例えば火薬庫のような重要な設備が存在した可能性がある。
４．考 察
今回の探査結果から、高比抵抗域と表面の凸部がよく対応することが明らかになった。これは岩田台場の保
存状態がかなり良いことを示唆している。今後は、地中レーダ等の探査や発掘調査が望まれる。一方、岩田台
場の役割等の解明には、総合的な景観を視野に入れる必要があるであろう。
岩田台場の周辺地域では都市化がそれほど進んでいないため、遺跡と景観の関係を復元することも可能とな
る。岩田台場の文化的景観域は、大砲を通った東尾崎の制礼橋から、砲術の的場となった日の隈山まで広が
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写真２ 敷地南部の土塁跡（中央部）
図５ EW2測線
る。この景観を復元するためには、文献史学や民俗学のアプローチも大事であるが、考古学的には、例えば金
属探知機を利用した砲術演習の復元も興味のあるところである。金属探知機による砲術考古学の研究は、有名
なリトルビッグホーンの戦い（1876年）等に関する研究がアメリカ西部で特に盛んであり、方法論も進んでい
る（Bleed and Scott 2011 ; Scott、2013）。ちなみにアメリカの砲術考古学の第一人者の一人は、日本の旧石器
と縄文時代も研究しているネブラスカ大学のピーター・ブリード名誉教授であり、今後は連携を強めて、本研
究を進めてゆきたい。
岩田台場が最初に出現する元禄期は江戸時代のなかでも平和な時期であり、これらの軍事設備の目的は明確
ではない。また、五角形の形は発掘調査による確認が必要であるが、仮にこれが元の形とすると明確な類例は
日本には存在しない。幕末では函館の五稜郭と長野県佐久市の龍岡城が有名であるが、江戸時代にはいわゆる
星形要塞は日本に普及しなかった。ケンペルが1690年に長崎港に入港したとき、港の周辺に「丸い要塞」がい
くつかあると記録している（Kaempfer、1999）。その当時のヨーロッパでは、中世的な丸い要塞はもう珍しく、
15世紀後半からは大砲の利用と共に星形要塞が広く普及していた。16世紀になると、東南アジアでもヨーロッ
パ人により星形要塞が構築された(Parker、1996)。岩田台場が砲術演習所と考えると、防塞的な機能は必ずし
も必要ではないが、五角形の形は当時のヨーロッパの星形要塞を反映しているかもしれない。いずれにせよ、
岩田台場遺跡は佐賀の近代化の理解には、重要な遺産と思われる。この点からも今後の調査が望まれる。
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